
近

江

国

山

中

氏

の

一
考

察

1

そ

の
変
遷
と
所
領

に
つ
い
て
ー

竹

山

靖

玄

一

は

じ

め

に

兵
農
分
離
政
策
を
中
核
と
す
る
太
閤
検
地
が
施
行
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
存
続
し
て
い
た
中
世
的
な
村
落
共
同
体

(惣
的
結
合
)
は
崩

壊
し
忙
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
村
落
共
同
体
に
強
く
依
存
し
て
い
た
在
地
領
主
層
に
と

っ
て
も
、
そ
の
存
否
に
か
か
わ
る
重
大
事
で
あ

っ

た
。
こ
の
諸
政
策
は
、
こ
れ
ら
の
在
地
諸
領
主
層
を
近
世
大
名
の
家
臣
化
と
百
姓

(畿
内
近
国
で
の
百
姓
化
は
、
郷
士
と
し
て
多
く
発
生

し
た
。
)
に
転
化
さ
せ
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
、

そ
の
よ
う
な
中
世
在
地
諸
領
主
層
の
動
向
に
つ
い
て
、
近
江
国
甲
賀
郡
山
中
村
を
本
貫
地

と
し
て
、
後
に
は
同
郡
柏
木
御
厨
を
本
拠
と
す
る
山
中
氏
の
中
世
で
の
動
向
と
、
そ
の
所
領
に
つ
い
て
、
若
干

の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
た
も

の
で
あ
る
。
と
く
に
山
中
氏
を
と
り
あ
げ
た
理
由
は
、
土
地
所
有
関
係
を
中
心
と
し
て
、
地
侍
11
在
地
諸
領
主
層
の
存
在
形
態
を
あ
き
ら

0

か
に
す
る
史
料
を
比
較
的
よ
く
伝
来
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二

鎌
倉
-
室
町
期
に
お
け
る
山
中
氏
の
変
遷

山
中

「武
士
団
」
は
、
近
江
国
甲
賀
郡
に
お
け
る
在
地
領
主
層
で
の
中
心
的

「同
名
惣
」
で
あ
り
、
甲
賀
郡
中
惣
の
主
要
メ
ソ
バ
ー
で

近
江
国
山
中
氏

の

一
考
察

五

二

一



五

二
二

あ

っ
た
。
元
来
彼
ら
は
、
伊
勢
国
と
の
国
境
鈴
鹿
山
系
近
辺
に
土
着
し
、
そ
の
惣
領
家
は
山
中
村
地
頭
職

・
鈴
鹿
山
守
護
U
鈴
鹿
関
警
固

　

役
を
先
祖
重
代
相
伝
の
所
職
と
し
て
い
た
鎌
倉
御
家
人
で
あ

っ
た
。
建
久
五

(
一
一
九
四
)
年
二
月
十
四
日

「鎌
倉
将
軍
家
下
文
案
」
に
、

下
、
近
江
国
山
中
新
五
郎
俊
直
所

可
早
任
宣
旨
状
致
鈴
鹿
山
守
護
沙
汰
鎮
盗
賊
難
事

(
幣
)

(幣

)

右
就
神
祇
官
奉
弊
使
等
之
訴
、
依
被
下
綸
旨
、
任
其
状
致
彼
山
守
護
沙
汰
、
且
為
奉
弊
使
上
下
向
、
斎
宮
群
行
、
公
卿
勅
使
以
下
、

往
還
諸
人
安
穏
、
伐
払
路
次
近
辺
之
滋
木
、
招
寄
甲
乙
浪
人
等
、
令
居
住
山
内
、
可
鎮
盗
賊
難
之
状
、
所
仰
如
件
、
以
下

建
久
五
年
二
月
十
四
日

と
あ
る
。
こ
れ
は
山
中
新
五
郎
俊
直
に
対
し
て
、
鈴
鹿
山
中
に
出
没
す
る
盗
賊
を
鎮
定
す
る
た
め
に
、

「
路
次
近
辺
之
滋
木
」
を
伐
払
い
、

「
甲
乙
浪
人
等
」
を
招
寄
せ
て
、

「令
居
住
山
内
」
む
べ
く
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
禄
二

(
一
二
二
六
)
年
四
月
廿
日

「
両
六
波
羅
探
題

下
文
勲
」
に
お
い
て
も
、
山
中
俊
直
の
例
に
任
せ
て
鈴
鹿
山
守
護
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
鈴
鹿
山
守
護
11
鈴
鹿
関
警
固
は
、
鈴
鹿
山
中
の

　

悪
賊
鎮
定
の
た
め
に
、
鎌
倉
幕
府
よ
り
度
々
追
討
命
令
が
下
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「新
編
追
加
」
に
、

一
、
鈴
鹿
山
井
大
江
山
悪
賊
事
、
為
近
辺
地
頭
之
沙
汰
、
可
令
相
鎮
也
、
若
難
停
止
者
、
改
補
其
仁
可
有
静
謐
計
也
、
以
此
趣
相
触

便
宜
地
頭
等
、
可
被
申
散
状
者
、
依
仰
執
達
如
件
、

正
応
元
年
七
月
廿
六
日

前
武
蔵
守
泰
時
判

修
理
権
大
夫
時
房
判

(
重

陛
.)

相
模
守
殿

(
陣
.盛

)

越
後
守
殿

と
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ

っ
て
、
山
中
氏

へ
の
地
頭
補
任
状
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
鈴
鹿
山
守
護
は

「
近
辺
地
頭
之
沙
汰
」
す
る
も
の

で
あ

っ
忙
か
ら
、
山
中
氏
は
鎌
倉
初
期
よ
り
地
頭
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
山
中
氏
は
、
鈴
鹿
山
守
護
11
鈴
鹿
関
警
固



・
山
中
村
地
頭
職
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鎌
倉
初
期
か
ら
在
地
領
主
と
し
て
の
基
盤
を
築
い
て
ゆ
く
の
で
あ

っ
た
。

福

家
系
齢
L
に
よ
る
と
、
串

氏
は
橘
左
大
臣
諸
兄
の
末
孫
と
称
し
て
い
る
。
そ
の
後
修
理
亮
義
清
が
甲
賀
郡
山
中
村

(
現
土
山
町

山
中
)
に
居
住
し
て
、
そ
の
地
名
に
よ

っ
て
山
中
氏
と
称
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、

山
中
氏
が

い
つ
頃
か
ら

伊
勢
神
宮
領
柏
木
御
厨
と
関
係
を
持
ち
、

本
拠
地
を
甲
賀
郡
柏
木
御
厨
本
郷
内
宇
田

(現
水
口
町
宇

　

田
)
に
移
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、

建
保
四

(
一
二
一
六
)
年
二
月
十
日

「
山
中
俊
直
譲
状
案

」
に
、

「
上
山
村
郷
友
行

　

名
」

(現
水

口
町
山
)
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
橘
家
系
図
』
に
は
史
料
上
の
実
証
は
で
き
な
い
が
、
橘
権
守

盛
俊
の
父
大
夫
盛
宗
の
項

　

に
、「柏
木
本
領
」
と
い
う
文
言
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
建
武
二

(
一
三
三
五
)
の

「柏
木
御
厨
惣
庄
検
断
職
安
堵
状
」
に
は
、

「柏
木
御
厨
惣
庄
検
断
職
間
事
、
橘
六
頼
俊
先
祖
重
代
由
緒
之
由
、
令
申
之
上
、
度
々
悪
党
対
治
之
間
、
為
恩
賞
被
宛
行
之
由

(下
略
)
」

と
あ

っ
て
、
鈴
鹿
山
守
護
の
恩
賞
と
し
て
、
柏
木
御
厨
惣
庄
検
断
職
が
伊
勢
神
宮
政
所
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
十

三
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
、
な
ん
ら
か
の
関
係
を
も

つ
に
至

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
重
代
相
伝
の
所
職

(
山
中
村
地
頭
職

・
鈴
鹿
山
守
護
)
を
基
盤
と
し
、
柏
木
御
厨
内

へ
の
進
出
過
程
の
中
で
、
山
中
惣
領
家

　

の
所

職

が

二
分
割

さ

れ

る

こ
と

に

な

っ
た
。

正

和

二

(
;

二

三
)
年

十

月

十

八

日

「
山

中

氏

俊

譲

状

案

」

に
、

(所

領
)

ゆ

つ
り

わ

た

す

そ
り

ゃ
う

の
事

(近

江

国
)

(地

頭

職
)

(友

行

名
)

(重

代

相

伝
)

右

あ

ふ

み

の
く

に
山

中

村

の

ち

と
う

し
き

な
ら

ひ

二
上

山

む

ら

の
と

も

ゆ

き

み
や

う

は

、

氏

俊

ち

う

た

い
さ

う

て

ん

の

そ

り

ゃ
う

な

(有

若

丸
)

(関

東
)

り

、

し

か

る
を

し

そ

く

あ

り

わ

か

ま

う

に
、

く
わ

ん

と
う

御

下

ふ

み
、

代

々
ゆ

つ
り

状

を

あ

い
そ

へ
て
、

な

か

く

ゆ

つ
り

あ

た

ふ
る

(器

量
)

(甥
)

也
、

も

し

あ

り

わ

か

し

そ

く
も

な

く
、

又

山

中

の
け

い

こ
を

す

へ
き

き

り

ゃ
う

の
も

の

な

く

は
、

い

つ
れ

も

氏
俊

か

を

い
た

る

う

へ
、

(養

子
)

(為

顕
)

(道

俊
)

(間
)

よ

う

せ
う

よ

り

や

う

し

た

る
う

ヘ

ハ
、

七
郎

た

め

あ
き

弁

房

た
う

し

ゅ
ん

か

あ

だ

に
は

か

ら

ひ
、

ゆ

つ

る

へ
き

也

、

こ

の
む

ね

そ

む

か

ん

二
を

き

て

ハ
、

ふ
け

う

の

こ
た

る

へ
き

な
り

、

よ

て

ゆ

つ
り

状

く

た
ん

の

こ
と

し

、

正

和

二
年

十
月

十

八

日

氏

俊

判

近
江
国
山
中
氏
の
一考
察

五
二
一二



五

二

四
.

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
山
中
氏
俊
は
、
山
中
村
地
頭
職

・
上
山
村
郷
友
行
名
を
子
息
あ
り
わ
か
ま
う
に
譲
与

し
て
い
る
。
譲
与
す
る
に

際
し
て
、
も
し

「あ
り
わ
か
し
そ
く
も
な
く
、
又
山
中
の
け
い
こ
を
す

へ
き
き
り
ゃ
う
」
の
者
が
い
な
い
場
合

に
は
、
甥
の
七
郎
為
顕
、

弁
房
道
俊
に
譲
与
す
る
条
件
を
附
け
て
い
る
。

こ
の
譲
状
の
趣
旨
を
う
け
て
、

あ
り
わ
か
ま
ろ

(
助
房
実
秀

)

は
建
武
二

(
一
三
三
五
)

⑩

年
十
月
八
日
に
譲
状
を
書
い
て
い
る
。

永
譲
渡
近
江
山
中
村
半
分
地
頭
職
事

右
当
所
者
実
秀
重
代
相
伝
管
領
之
間
、
太
神
宮
奉
幣
使
以
下
警
固
、
便
無
退
転
也
、
而
有
子
細
令
居
住
伊
勢
国
間
、
為
従
父
兄
弟
之

上
、
任
亡
父
氏
俊
之
遺
言
、
相
副
関
東
代
々
御
下
文
、
外
題
安
堵
綸
旨
、
決
断
所
御
牒
、
数
通
譲
状
以
下
証
文
等
、
所
譲
渡
于
弁
公

道
俊
也
、
但
於
半
分
者
令
譲
与
七
郎
為
顕
畢
、
証
文
所
用
之
時
者
、
相
互
可
被
披
見
之
、
毎
事
成
合
躰
之
思
、
可
被
専
彼
警
固
也
、

以
上
更
不
可
有
違
変
之
儀
、
仍
譲
状
如
件
、

建
武
二
年
十
月
八
日

実
秀
在
判

(
房
)

こ
の
譲
状
に
よ
る
と
、
山
中
実
秀
は

「有
子
細
令
居
住
伊
勢
国
間
」
正
和
二
年
氏
俊
譲
状
の
条
件
に
よ
り
、
七
郎
為
顕

・
弁
公
道
俊
に
関

東
代
々
御
下
文
等
の
証
文
類
を
附
し
て
譲
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「有
子
細
令
居
住
伊
勢
国
間
」
と
あ
る
の
は
、
な
に
を
指
し
て
い
る

の
か
不
明
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ

っ
て
伊
勢
国
に
居
住
し
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め

「太
神
宮
奉
幣

使
以
下
警
固
」
が
勤
め
ら
れ
ず
、
氏
俊
譲
状
の
条
件
に
よ

っ
て
、
山
中
村
地
頭
職
が
二
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

こ
の
譲
状
に

あ
る
山
中
氏
所
職
関
係
文
書
の
分
割
状
態
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
建
武
二

(
一
11111110

年
十

一
月
三
日

「
山

　

中
為
顕
契
約
状
案
」
を
み
る
と
、

近
江
国
山
中
村
地
頭
職
者
、
為
顕
道
俊
両
人
知
行
之
間
、
代
々
相
伝
証
文
等
内
、
建
久
五
年
二
月
十
四
日
、
嘉
禄
二
年
四
月
廿
日
関

東
御
下
文
井
譲
状
四
通
、
正
和
三
年
三
月
十
日
外
題
安
堵
以
下
正
文
等
者
為
顕
帯
之
、
建
武
二
年
五
月
十

四
日
綸
旨
、
同
年
八
月
十

七
日
御
牒
等
者
、
道
俊
所
持
之
上
者
、
要
用
之
時
者
、
相
互
可
出
対
之
者
也
、
仍
契
状
如
件
、



建
武
二
年
十

一
月
三
日

為
顕
在
判

と
あ
り
、
そ
の
分
割
状
態
を
示
め
す
と
と
も
に
、
弁
房
道
俊
所
持
の
証
文
類
と
の
相
互
披
見
の
契
約
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

こ
の
所
職
の
分
割
以
後
、
柏
木
御
厨
内
に
土
地
集
積
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
所
領
は
惣
領
に
よ
る

一

円
支
配
が
確
立
せ
ず
に
、
同
族
団
的
結
合
11

「党
」
的
結
合
11
同
名
惣
を
中
心
と
し
た
在
地
支
配

へ
と
指
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
正
応
四

(
一
il九

l)
年
五
月
十
日

「親
父
遺
領
配
分
状
」
の
後
記
に
注
目
す
べ
き
文
言
が
あ
る
。

右
於
条
理
坪
付
者
、
相
尋
政
所
、
云
田
地
之
在
所
、
云
所
当
之
分
、
限
平
均
可
配
分
者
也
、
経
此
処
分
者
、
於
壱
門
人
々
御
中
所
定

,置
也
、
聊
不
可
有
違
乱
妨
者
也
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
田
地
の
在
所
や
所
当
の
配
分
を

「平
均
」
に
な
る
よ
う
に
政
所
に
尋
ね
て
、
「壱
門
人
々
御
中
」
に
よ

っ
て
、
「
定
置
」

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら

「聊
不
可
有
違
乱
妨
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
、
遺
領
の
配
分

に
お
い
て
も

「
壱
門
人
々

御
中
」
11

「同
名
」
衆
の
承
認
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
時
代
は
す
こ
し
後
に
な
る
が
、
団
結
し
た
同
族
の

一
員

で
あ
る
以
上
、

惣
領
家
と
い
え
ど
も
自
由
な
行
動
を

許
さ
な
い
こ
と
を
示
す
文
書
が
あ
る
。

そ
れ
は
貞
和
二

(
一
三
四
六
)
年
三
月
廿
七

日
に
覚
阿

(弁
房
)
道
俊
が
惣
領
支
配
譲
状
を
出
し
た
と
き
に
、

一
族
相
会
し
て
契
約
状
を
認
め
て
い
る

「
山
中

一
族
置
知
」
で
あ
る
。

定
条
々

一
族
置
文
事

右
、
山
中
村
地
頭
職
者
、
覚
阿
道
俊
所
領
也
、
而
云
警
固
、
云
土
貢
、

貞
和
二
丙
戌
三
月
廿
七
日
惣
領
支
配
譲
状
分
明
也
、
先
々
契

状
等
雖
在
之
、
三
月
廿
七
日
契
状
以
後
、
当
村
事
惣
領
庶
子
相
互
不
可
有
違
乱
、
但
当
村
者
、
荒
野
多
之
、

一
族
等
之
中
仁
開
発
輩

出
来
者
、
為
分
領
、
惣
領
不
可
相
綺
、
若
存
異
儀
者
、
放

一
族
号
、
且
得
分
之
望
不
可
有
之
、
各
令
違
犯
者
、
可
罷
蒙
仏
神
罸
候
、

仍
為
後
日
状
如
件
、

貞
和
二
年
丙
戌
三
月
廿
七
日

俊
綱

(
花
押
)

霖
俊

(
花
押
)
賢
泡

(
花
押
)

近
江
国
山
中
氏
の
一
考
察
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実
秀

(花
押
)

念
西

(花
押
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
山
中
惣
領
家
の
覚
阿

(弁
房
)
道
俊
が
、
惣
領
支
配
分
の
譲
状
を
出
し
だ
日
に
、
山
中

一
族
が
相
会
し
て
契
状
が
作
成

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
た
と
え
惣
領
で
あ

っ
て
も
、

一
族
に
従
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「当
村
事
惣
領
庶
子
相
互
不

可
有
違
乱
」
と
し
て
、
惣
領
家
と
庶
子
家
の
相
互
不
干
渉
を
ま
ず
最
初
に
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
山
中
村
は
荒
野
が
多
く
、

コ

族
等
之

中
仁
開
発
輩
L
が
で
て
き
て
も
、
そ
の
開
発
地
は
開
発
者
の
分
領
と
し
て
、
惣
領
家
が

「
不
可
相
綺
」

こ
と
を
強
制
し
て
い
る
。

こ
の
よ

う
に
、
惣
領
家
と
い
え
ど
も
開
発
地
に
つ
い
て
は
、
庶
子
家
の
分
領
化
を
認
め
、
得
分
を
競
望
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
惣
領
家
に
対
す
る
庶
子
家
の
独
立
性
が
強
く
、
惣
領
制
に
よ
る
在
地
の

一
円
的
支
配
が
お
こ
な
わ
れ
ず
、
ま
た
不
可
能
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
最
後
の
文
言
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
対
し
て
異
儀
が
あ
れ
ば
、

「
放

一
族
号
」
と
規
定
し
、

こ
の
契
状
の
実
行
を
強
制
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
鎌
倉
-
室
町
期
に
お
け
る
山
中
氏
は
、
山
中
村
半
分
地
頭
職
を
有
す
る
弁
房
道
俊
家

・
七
郎
為
顕
家
の

二
流
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
所
職
を
保
有
し
て
い
た
。
と
く
に
柏
木
御
厨
本
郷

へ
の
進
出
か
ら
は
、
宇
田
山
中
氏

(
弁
房
道
俊
家
)
を

惣
領
と
し
て
、
そ
の
周
辺
に
は

「
壱
門
人
々
御
中
」
の
認
知
を
う
け
た
庶
子
家
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
庶
子
家
は
、

一
致
し
て
惣
領
家

に
よ
る
庶
子
家

へ
の
干
渉
を
排
除
し
、
独
立
性
を
守
る
方
向
を
め
ざ
し
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
惣
領
に
よ
る
在
地
の

一
円
的
支
配
は
行
な

い
え
ず
、
必
然
的
に

「党
」
的
結
合
11

「同
名
惣
」
と
い
う
同
族
団
に
よ
る
在
地
支
配

へ
と
指
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

三

初
期
山
中
所
領
の
形
態

す
で
に
み
た
よ
う
に
、

山
中
氏
は
重
代
相
伝
の
所
職
を
基
盤
と
し
た
在
地
領
主
で
あ

っ
た
。

そ
の
所
職
は
、

至
徳
四

(
一
三
八
七
)
年

　

　

三
月
廿

一
日

「範
俊
譲
状
」
が
示
め
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
表
㈹
は
宛
人
不
詳

「範
俊
譲
与
坪
付
状
」
で
あ
り
、
⑧



表

㈹

所

職

内

容

山
中
村
地
頭
職

柏
木
緻
厨
惣
庄
検
断
職
(桶
細
艙
齣
房
中
山
)

柏
木
御
厨
祭
主
保
保
司
職

表

⑬

荘官関係名主職
関 係

山野寺社関係

上
山
村
郷
友
行
名
(細
鷂
蜘
)

同
助
房
名

中
山
村
郷
石
武
名
(権
轍
黜
)

宇
田
村
前
河
原

福
原
之
山
林
荒
野
野
畠

玉
田
寺

国
清
寺

上
山
村
郷
友
行
名
観
音
寺
地
蔵
堂
院
主
職

泉
村
観
音
堂
院
主
職

宇
田
八
幡
神
田
井
六
段
田
屋
敷
ニ
ケ
所
共

1其他
i

鈴
鹿
山
守
護

所

職

内

容

荘官
関係山野

柏
木
御
厨
祭
主
保
保
司
職
(膊
孀
河
)

柏
木
五
ケ
郷
検
断
職

其他1

岡
本
下
荒
野

宇
田
前
新
開

六
段
田
三
段

宇
田
村
(任
道
俊
譲
状

旨
口
相
口

)

⑯

は
福
寿
丸
宛

「範
俊
譲
状
」
で
あ

る
。
福
寿
丸
宛

「範
俊
譲
状
」
に

は
、(端

裏
書
)

「福
寿
丸
譲
状
柏
木
分
」

譲
与

柏
木
本
郷
私
領
田
畠
等
事

と
あ
り
、
範
俊
が
嫡
子
福
寿
丸
に

譲
与
し
た
う
ち
の
柏
木
分
を
示
め

し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
所

職

.
所
領
の
う
ち
、
山
中
村
地
頭
職
、

鈴
鹿
山
守
護

(鈴
鹿
関
警
固
)
、

上
山
村
郷

　

友
行
名
は
、
建
久
五
年
二
月
十
四
日

「鎌
倉
将
軍
家
下
文
案
」
、

建
保
四
年
二
月
十

　

日

「
山
中
俊
直
譲
状
案
」
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
は
、

い
ず
れ
も
南
北
朝
期
以
降

に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
見
え
て
く
る
上
山
村
郷
友
行
名

.
同
村
郷
助
房
名

.
中
山
村
郷
石
武
名
は
、
単
に
名
か
ら

の
所
当
米
に
対
す
る
得
分

権
の
み
を
有
し
て
い
た
名
主
職
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

こ
れ
ら
の
名
に

は

「
田
畠
山
林
荒
野
観
音
寺
地
蔵
堂
院
主
職
共
」
と
か
、

「
田
畠
屋
敷
山
林
荒
野
共
」
と
い
う
よ
う
な
注
記
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の

注
記
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

そ
の
職
に
は
田
畠
は
も
ち
ろ
ん
、

山
林
荒
野
屋
敷
や
寺
院
院
主
職
な
ど
を
も
含
ん
で
い
る
。

換
言
す
れ

ば
、
名
全
体
に
及
ぶ

一
円
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
名
主
職
で
あ
る
。
さ
ら
に
山
中
氏
は
、

「
宇
田
八
幡
神
田
井
六
段
田

・
屋
敷
ニ
ケ
所

共
」
.
「
玉
田
寺

.
国
清
寺
可
相
計
事
」
と
い
う
よ
う
な
寺
院

・
神
社
の
神
田
や
祭
杷
権
を
も
手
中
に
収
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
名
支
配
の

一

円
性
や
祭
杷
権
の
支
配
は
、
幕
府

・
伊
勢
神
宮
政
所
と
い
う
権
威
を
背
景
と
し
て
入
手
し
、
維
持
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

近
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次
に
山
中
氏
重
代
所
職
の
う
ち
、
柏
木
御
厨
分
に
つ
い
て
略
述
す
る
と
、
次
の
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①

柏
木
御
厨
惣
検
断
職

②

柏
木
御
厨
祭
主
保
保
司
職

③

柏
木
御
厨
内
山
林
荒
野
等
の
知
行

ま
ず
①
柏
木
御
厨
惣
検
断
職
か
ら
検
討
す
る
。
柏
木
御
厨
惣
検
断
職
が
、
山
中
氏
の
所
職
と
し
て
出
現
す
る
最
初
の
史
料
は
、
建
武
二

　

(
一
三
三
五
)
年
七
月
廿

一
日

「
柏
木
御
厨
惣
庄
検
断
職
安
堵
状
」
で
あ
る
。

(端
裏
書
)

「
検
断
下
知
」

柏
木
御
厨
惣
庄
検
断
職
間
事
、
橘
六
頼
俊
先
祖
重
代
由
緒
之
由
、
令
申
之
上
、
度
々
悪
党
対
治
之
間
、
為
彼
恩
賞
被
宛
行
之
由
、
上

之
御
書
如
此
、
然
則
任
御
下
知
之
旨
、
永
代
不
可
有
相
違
之
状
、
依
仰
執
達
如
件
、

建
武
弐
年
七
月
廿

一
日

政
所

(花
押
)

　

ま
た
、

こ
の
安
堵
状
に
は
同
日
付

「柏
木
御
厨
惣
庄
検
断
下
地
安
堵
状
案
」
を
と
も
な

っ
て
い
る
。

柏
木
御
厨
惣
庄
検
断
下
地
事
、
任
先
例
、
中
山
村
郷
以
座
禅
房
名
壱
町
、
可
令
知
行
之
状
、
如
件
、

建
武
弐
年
七
月
廿

一
日

政
所

(花
押
)

と
あ
り
、
表
㈹
に
も
み
え
る
座
禅
房
名
壱
町
が
検
断
給
田
と
し
て
給
付
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
検
断
職
に
は
、

建
長
五

(
一
二
五
三
)
年

　

十
月

一
日

「諸
国
郡
郷
庄
園
地
頭
代
、

且
令
存
知
、

且
可
致
沙
汰
条
々
」
に
規
定
さ
れ
た
検
断
権
の
ほ
か
に
、

寛
元
元

(
一
二
四
三
)
年

ゆ

七
月
十
九
日

「関
東
下
知
状
」
に
あ
る
犯
罪
人
等
の
財
産

・
跡
職
の
没
収
と
い
う

一
般
的
な
二
次
的
収
入
が
附
随
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う

に
、
検
断
職
に
附
け
ら
れ
て
い
た
給
田

・
検
断
沙
汰
に
よ
る
二
次
的
収
入
と
い
う
経
済
面
を
伴
な
う
、
柏
木
御
厨
惣
庄
検
断
職
を
手
中
に

し
た
と
い
う
事
が
、
御
厨
内
部
で
の
山
中
氏
の
立
場
を
、

一
層
有
力
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
②
柏
木
御
厨
祭
主
保
保
司
職
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
惣
庄
検
断
職
は
惣
庄
内
部
で
の
刑
事
裁
判
検
察
権
と
い
う
公
権
的
な
も
の



で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
祭
主
保
保
司
職
は
伊
勢
神
宮
祭
主
保
の
代
官
的
権
限
を
通
じ
て
、
惣
庄
内
部
で
の
経
済
面
は
も
ち
ろ
ん
精

神
面

・
祭
杷
面
に
お
け
る
支
配
力
と
し
て
、
山
中
氏
の
支
配
、
勢
力
拡
大
を
強
化
す
る
側
面
を
有
し
て
い
忙
。

山
中
氏
が
い
つ
頃
よ
り
保

ゆ

司
職
を
入
手
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
建
武
二

(
一
三
三
五
)
年
十
二
月
三
日

「神
柢
権
大
副
御
教
書
」
に
よ
る
と
、

(
花
押
)

近
江
国
柏
木
御
厨
内
祭
主
保
々
司
職
事
、
令
子
孫
相
伝
、
徴
納
彼
保
田
所
当
米
、
致

一
円
管
領
、
年
中
四
度
官
幣
使
上
下
向
、
八
ケ

度
供
給
雑
事
等
、
任
先
例
、
無
懈
怠
、
可
令
勤
仕
給
之
由
、
被
仰
下
者
也
、
恐
々
謹
言
、

建
武
二
年
十
二
月
三
日

清
房
奉

山
中
千
徳
殿

と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み
て
、
建
武
二
年
以
前
よ
り
祭
主
保
保
司
職
を
得
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

最
後
に
③
柏
木
御
厨
内
山
林
荒
野
等
の
知
行
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
山
林
は
惣
庄
内
農
民
の
薪
炭

・
肥
料
等
生
活
上
不
可
欠
な
供

給
源
で
あ
る
。
ま
た
刈
草
場
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
本
来
共
有
す

べ
き
土
地
を
山
中
氏
の
知
行
と
し
て
、
個
人
的
所
有
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
惣
庄
内
で
の
農
民
支
配
を
強
化
す
る
手
段
と
し
て
有
効
に
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
荒
野
は
、
前
述
し
た
貞

和
二
年

「
山
中

一
族
置
文
」

に
も
あ

っ
た
よ
う
に
、
荒
野
を
独
占
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
の
開
発
主
自
ら
の
分
領
と
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

こ
の
荒
野
開
発
と
そ
の
分
領
化
は
山
中

一
族
伸
張
の
力
と
な
る
の
で
あ

っ
た
。

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
山
中
氏
は
柏
木
御
厨
に
お
い
て
、
公
権
的
権
力
と
し
て
の
惣
庄
検
断
職
、
精
神
面

・
祭
祖
面
で
の
支
配
力
と

し
て
祭
主
保
保
司
職
、
農
民
の
生
活
上

.
再
生
産
手
段
上
不
可
欠
な
山
林
、

一
族
伸
張
の
基
と
し
て
の
荒
野
等

の
知
行
と
い
う
諸
手
段
に

よ

っ
て
、
在
地
支
配
を
強
固
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

近
江
国
山
中
氏
の
一
考
察
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五
三
〇

四

天
正
期
に
お
け
る
山
中
惣
領
家
の
譲
状
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、

「大
和
入
道
ゆ
つ
り
伽
」
と
題
さ
れ
た
山
中
氏
の
譲
状
を
中
心
に
、
天
正
期
に
お
け
る
山
中
惣
領
家
の
所
領
を
分
析
す
る
。

そ
し
て
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
る
。
そ
こ
で
ま
ず
譲
状
の
主
要
な
部
分
を
、
少
し
長
く

な
る
が
掲
げ
て
お
く
。

大
和
入
道
ゆ
つ
り
状
、
本
証
文
候

へ
共
、
今
度
郡
乱
入

二
付
而
、

あ
つ
け
度
候
、
若
う
せ
候

ハ
ん
か
と
存
、
筆
覚
え
た
め
写
申

候
、
本
証
文

ハ
自
筆
自
判
也
、

大
和
判

字
里
西
き
し
の
下
百
野
方
よ
り
買
徳
、
西
東
中
逍

ハ
百
野
弥
三
郎
買
徳
大
分
也
、

壱
段
小

弐
石
代

与
次
郎
作

同
壱
段
大

参
石
弐
斗
代

手
作

同

三
大
寺
辻
殿
よ
り
替
地

大

弐
石
代

手
作

同
、
此
四
ケ
所

ハ
過
分

二
ま
し
あ
り
、

半

一
石
三
斗
代

彦
四
郎

(
中
略
)

字
八
幡
後
越
前
よ
り
替
地
也
、
此
分
小
林
岡
屋
敷

・
貞
源
庵
屋
敷
遣
候
、
壱
所
居
屋
敷
、

限
四
至

(中
略
)



右
ノ
本
屋
敷

ハ
玉
田
寺
下
地
也
、
年
貢
二
石
五
斗
五
升
六
合
、
庵
斗

二
此
年
貢
入
替

二
進
下
地
、

字
里
西
き
し
の
上
、
口
兵
衛
よ
り
此
屋
敷
替
地
来
、

一
段

一
石
八
斗
代

助
五
郎

同
半

一
石

同
壱
段

一
石
七
斗
代

又
六

此
三
ケ
所
之
内
ヲ
以
、
玉
田
寺

へ
年
貢
曖
可
申
者
也
、

被
官
人
書
立
、

九
郎
二
郎

一
家
中

又
七
郎
子
息
之
内
次
男
壱
人
若
次
男
な
く
候
ハ
～
養
子
仕
候
て
成
共
可
出
候
、

大
夫
三
郎

一
家
中

大
工与

二
郎

一
家
中

藤
左
衛
門
同
孫

一
家
中

三
郎
四
郎
子

彦
四
郎

一
家
中

又
六

一
家
中

助
五
郎

一
家
中

以
上

近
江
国
山
中
氏
の
一
考
察

互
三



天
正
戊
寅
十
二
月
廿
三
日

大
和
入
道
俊
好
在
判

左
衛
門
二
郎
殿
参

重
而
又
左
衛
門

へ
ゆ
つ
り
進
知
行
之
事
、
我
等

一
期
後
知
行
可
有
候
也
、

大
和
入
道
俊
好
判

字
宇
治
河
原
は
き
原

二
在
之
備
中
殿
汐
買
徳

一
段

弐
石
代

在
所

ハ
そ
た
う
内
南
か

へ
在
之
、
伴
東
殿
買
徳
、
使
東
殿
被
官
徳
左
衛
門
也
、
無
諸
役
、

三
石
代

徳
左
衛
門
方
作

(中
略
)

以
上
廿

一
石
三
升
六
合

お
ち

ゃ
分
あ
と
判
状
遣
候
、

宇
治
河
原
な
か
れ

一
段

一
石
七
斗
代

宇
治
河
原
平
三
郎
作

(中
略
)

以
上
、
此
下
地
出
入
可
在
之
候
問
、
能
々
せ
ん
さ
く
候
て
、
下
地
可
出
候
、

天
正
十
二
甲
申
年
十

一
月
十
三
日

大
和
入
道
俊
好
判

五
三
二



以
上
、

一
七
石
四
斗
五
升

前
後
惣
以
上
、
九
十
五
石
九
斗
八
升
六
合

今
度
内
貴
因
幡
守
方

・
同
喜
多
岡
方
と
被
仰
構
候
儀
付
而
、

双
方
御
目
安
具
令
披
見
無
贔
負
偏
頗
存
分
順
路
と
存
知
異
見
申
条
々
、

一
、
お
ち

ゃ
分
女
知
行
分
之
田
畠
悉
当
所
務
候
間
、
遣
所
可
有
御
知
行
候
、

(
中
略
)

天
正
十
二
甲
申
拾
月
廿
八
日

先
郡
奉
行
中
惣
判

山
中
大
和
入
道
殿
参

大
原
郡
奉
行
中
御
判

服
部
先
郡
奉
行
中
御
判

池
田
跡
先
郡
奉
行
中
御
判

一
役
先
郡
奉
行
中
御
判

如
此
お
く
の
起
請
文

二

御
判
有
り
、

岡
屋
先
郡
奉
行
中
御
判

望
月
先
郡
奉
行
中
御
判

鵜
飼
先
郡
奉
行
中
御
判

多
喜
先
郡
奉
行
中
御
判

佐
治
先
奉
行
中
御
判

高
峰
跡
先
奉
行
中
御
判

上
野
先
奉
行
中
御
判

隠
岐
跡
先
奉
行
中
御
判

俄
煩
出
し
候
間
、
重
而
譲
渡
ス
書
立
之
事

一
、
林

口
二
三
衛
門
同
子
と
も

一
家
中
之
事
、

近
江
国
山
中
氏
の

一考
察

五
三
一二

ノ



五
三
四

一
、
林
口
与
二
郎
同
子
と
も

一
家
中
之
事
、

一
、
前
二
書
渡
候
同
買
徳
之
証
文
共
遣
候
上

ハ
、
永
代
証
文
之
こ
と
く
知
行
可
仕
候
事
、

一
、
右
之
者
共
い
ん
居
領

二
仕
候
間
、
我
等

一
期
之
後
、
知
行
可
仕
候
事
、

一
、
右
之
者
共
諸
知
行
分
、
同
か
と
く
し
き
共

二
尽
く
知
行
可
仕
候
事
、

天
正
拾
弐
甲
申
年
十
二
月
十
二
日

大
和
入
道
俊
好
判

又
左
衛
門
ま
い
る

写

こ
の
譲
状
は
、

天
正
十
三

(
一
五
八
五
)
年
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
紀
伊
国
雑
賀
攻
撃
に
際
し
て
、

「無
故
依
讒
言
」

っ
て
、

甲
賀
郡
中
が

ゆ

「御
改
易
被
仰
付
、
不
残
知
行
被
召
上
」
と
い
う
、
混
乱
し
た
時
期
に
書
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
て
、
譲
状
の
前
文
を
読
ん
で
み

る
と
、
甲
賀
郡
中
の
改
易
と
い
う
事
態
を
切
り
ぬ
け
て
、
山
中
惣
領
家
を
安
堵
す
る
た
め
に
、
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
ず
最
初
に
、
こ
の
譲
状
を
表
面
的
に
み
て
ゆ
く
と
、
年
貢
負
担
者
に

「
名
」
だ
け
記
載
さ
れ
た
者
と
、

「
名
+
作
」
と
記
載
さ
れ
た

者
と
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
斗
代
を
比
較
し
て
み
る
と
表
⑥
の
よ

う
に
な
る
。

こ
の
表
を
み
る
と
、

「名
+
作
」
と
記
載
さ
れ
た
者
の
斗
代
が
、

「
名
」

の
み
の
者
に
比
較
し
て
、
極
め
て
低
位
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と

が
何
を
示
め
し
て
い
る
の
か
、
少
し
検
討
し
て
お
く
。
こ
こ
で
手
掛
り
と
な

表(c)

名咽 名 斗代
石

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

2

1

5

8

4

1

1

2

1

4

5

3

1

・4124!計

 

る
の
は

「作
」
の
有
無
で
あ
る
。

こ
の
有
無
か
ら
推
測
す
れ
ば
、

「作
」
の
記
載
さ
れ
て
い
る
者
は
、

「
作
職
」
を
有
し
て
い
な
い
者
の

耕
作
地
で
あ
り
、

「
名
」
の
み
の
者
は
、

「作
職
」
を
有
す
る
者
の
耕
作
地
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
後
者
は

一
職
支
配
の
確
立

し
た
耕
作
地
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た

「被
官
人
書
立
」
に
記
載
さ
れ
た
被
官
人
は
、

「
名
」
の
み
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

「名
」



の
み
の
耕
作
地
は
、
山
中
惣
領
家
の
家
政
機
関
に
参
与
す
る

「
オ
ト
ナ
」
的
存
在
、
ま
た
経
済
的
に
は
独
立
し
て
い
た
上
層
部
に
属
す
る

被
官
人
の
耕
作
地
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
後
に
、
も
う

一
度
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
、

譲
状
に
記
載
さ
れ
た
耕
作
地
を
集
計
し
て
み
る
と
、
約
五
十
二
筆
中
三
十
二
筆
が

一
職
支
配
の
耕
作
地
で
あ
る
。
も
し

「
作
」
の
記
載
さ

-
れ
て
い
な
い
土
地
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

一
職
支
配
の
確
立
し
た
耕
作
地
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
譲
状
に
で
て
く
る
耕
作
地
の
約
六

割
が

一
職
支
配
の
耕
作
地
と
し
て
、
年
貢
収
奪
者
と
年
貢
負
担
者
と
が
直
接
対
立
す
る
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
譲
状
の
最
初
に
出
て
く
る
史
料
に
記
載
さ
れ
た
土
地
は
五
十
八
石
余

(史
料
に
破
損
個
所
が
あ
り
、

全
体
を
表
わ
し
て
は
い
な

い
)
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
約
三
十
四
石
余
は
買
得
地
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、

「被
官
人
書
立
」
以
下
の
史
料
に
記
載
さ
れ
た
土
地
も
全
て

の

買
得
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
天
正
十
二
年
現
在
で
の
所
有
地
約
九
十
六
石
四
斗
余
の
七
割
五
分
余
が
買
得
地
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
こ
と
は
、
山
中
氏
所
蔵
文
書
が
十
六
世
紀
頃
を
境
と
し
て
、
地
頭
職

・
保
司
職
な
ど
の
荘
園
制
的
な
土
地
所
有
文
書
か
ら
、
土

地
売
券
な
ど
を
主
と
す
る
土
地
売
買
関
係
文
書

へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
山
中
所
領
形
態
の
主
要
素
と
な
る
、
農
業
経
営
形
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
正
十
二
年
の
譲
状
に
お

い
て
、
手
作
地
の
み
え
る
の
は
最
初
の
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
史
料
に
お
い
て
も
手
作
地
は
、
わ
ず
か
三
筆
二
反
大
の
み
で
あ
る
。

斗
代
に
し
て
も
六
石
三
斗
で
、
こ
の
史
料
全
体
か
ら
み
て
も

一
割
強
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
極
め
て
少
な
い
手
作
地
で
は
あ
る
が
、
天
正
期
を
あ
ま
り
遡
ら
な
い
時
期
に
買
得
さ
れ
た
土
地
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
新
ら

た
な
買
得
地
の

一
部
分
を
手
作
地
と
す
る
こ
と
は
、
以
前
か
ら
の
手
作
地
が
、
か
な
り
の
量
で
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
次
に
み
る
被
官
の
存
在
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
被
官
人
の
存
在
は
、
山
中
氏
の
農
業
経
営
上
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
譲

状
全
体
に
現
わ
れ
た
被
官
数
は
、
十

一
名
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
被
官
人
の
耕
作
地
が
山
中
氏
の
手
作
地
と
同
じ

「
字
」
地
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に

「
過
分

二
ま
し
あ
り
」
・
「此
三
ケ
所
之
内
ヲ
以
、
玉
田
寺

へ
年
貢
曖
可
申
者
也
」
な
ど
と
い

近
江
国
山
中
氏
の
一
考
察

五
三
五



五
三
六

う
、
特
別
な
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
み
る
と
、
山
中
所
領
中
の
手
作

地
の
耕
作
に
は
、
被
官
人

達
が
夫
役
を
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
被
官
人
を
使
役
し
た
農
業
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
め
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
被
官
人
自
身
の
存
在
と
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
俄
煩
出
し
候
間
、
重
而
譲
渡

ス
書
立
之
事
」
と
題
さ
れ
た
譲
状
に
あ

る
よ
う
に
、
被
官
人
は

「
右
之
者
共
い
ん
居
領

二
仕
候
間
、
我
等

一
期
之
後
、
知
行
可
仕
候
事
」
と
あ
り
、
被
官
人
自
身
が
山
中
氏
の
知

行
対
象
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、

「
右
之
者
共
諸
知
行
分
、
同
か
と
く
し
き
共

二
尽
く
知
行
可
仕
候
事
」
と
規
定

し
、
被
官
人
の
財
産

(家

督
職
)
も
山
中
氏
の
知
行
対
象
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
被
官
人
は
身
分
的

・
財
産
的
に
全
く
山
中
氏
に
隷
属
し
て
い
た
存
在

の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
譲
状
に
は
、
そ
れ
と
相
反
す
る
こ
と
を
示
す
部
分
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

最
初
の
史
料
や
、

「重
而

又
左
衛
門

へ
ゆ
つ
り
進
知
行
之
事
」

と
題
す
る
史
料
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

被
官
人
自
身
が
作
職
を
有
し
て

い
る
者
も
い
る
。

さ
ら

(
マ
マ
)

⑳

に
、
別
の
史
料
元
亀
四

(
一
五
七
三
)
年
七
月
四
日

「
六
郎
左
衛
門
尉
被
官
西
兵
衛
借
米
状
」
に
は
、

借
用
申
御
米
之
事
、

合
弐
薯

糶

嵯
鸚

離

殿
也

右
件
之
御
米
者
、
来
秋
加
弐
把
利
之
利
分
ヲ
、
元
利
共

二
返
弁
可
申
候
、
若
無
沙
汰
仕
候
者
、
我
等
知
行
字
円
明
寺

ヒ
ノ
ッ
メ
来
光

院
之
作
職
井
我
等
之
家
為
質
物
入
置
申
候
間
、
流
シ
永
代
可
有
知
行
候
、
其
時

一
言
之
子
細
申
間
敷
候
者
也
、
仍
而
為
後
日
、
借
状

如
件
、

元
亀
四
癸
酉
年
七
月
四
日

六
郎
左
衛
門
尉
被
官

(
マ

マ
)

西
兵
衛

(略
押
)

(
マ

マ
)

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
被
官
人
西
兵
衛
は
借
米
の
質
物
と
し
て
作
職

・
家
を
独
自
に
入
れ
る
事
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

単
に
身
分
、
財
産
の
全
て
を
隷
属
さ
せ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、
売
券
の
中
に
は
、
被
官
人
の
身
体

・
家
屋

・
土
地
を
自
由
に
、

ゆ

山
中
氏
が
売
買
す
る
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
を
示
め
す
も
の
が
あ
る
。



(者
)

永

代

う

り

渡

申

わ

た

く

し

ひ

く

わ

ん

の
事
、

う

と

く

兵

衛

五
郎

・
同

こ
ち

ゃ
く

し
犬

ほ
う

し

お

や

こ

な
り

、

お

や

に

て
候

物

、

う

り

申
候
を
、
わ
れ
く

と
く
せ
い
申
候
処
、
色
々
被
申
候
間
け
ん
せ
ん
壱
く
わ
ん
文
に
て
、
永
代
橘
六
殿

へ
う
り
渡
申
候
処
し
つ
し

ゃ

う

め

い
は

く

な

り
、

殊

お

や

に

て
候

も

の
う

り

け

ん
我

ら

如

此

仕

へ
く

申

候

ヘ

ハ
、

後

日
末

代

お

い

て

い
ら

ん

わ

つ
ら

い
申

へ
か

ら

(者
)

さ

る
物

、

仍

而

為
後

日
、

支

証

之
状

如

件

、

明
応

鯵

の
拾
年
二
月

ま
す
く
蓮

榔
花
押
)

こ
の
こ
と
か
ら
、
山
中
氏
の
被
官
人
は
身
分
的
に
は
全
く
山
中
氏
に
隷
属
し
て
お
り
、
経
済
的
に
は
自
立
し
た
者
と
、
財
産
上
か
ら
も
隷

属
し
た
者
と
の
二
種
類
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
に
被
官
人
は
、
手
作
地
の
夫
役
を
課
せ
ら
れ
て
、
そ
の
夫
役
に
よ

っ
て
山
中
氏
の
農
業
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
述

べ
た
。

そ
れ
で
は
、
被
官
人
自
身
の
存
在
意
義
は
、
そ
れ
だ
け
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
検
討
す
る
上
で
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い

文
言
が
あ
る
。

「
重
而
又
左
衛
門

へ
ゆ
つ
り
進
知
行
之
事
」
に
あ
る
、

「伴
東
殿
」
の
被
官
人
徳
左
衛
門
が
、

伴
東
殿
の

「使
」
と
し
て

山
中
氏
に
き
て
、
そ
の
ま
ま
山
中
氏
の
作
人
と
な
っ
た
事
実
で
あ
る
。

在
所

ハ
そ
た
う
内
南
か

へ
在
之
、
伴
東
殿
買
徳
、
使
東
殿
被
官
徳
左
衛
門
也
、
無
諸
役
、

三
石
代

徳
左
衛
門
方
作

こ
の
こ
と
は
、
被
官
人
が
手
作
地
経
営

へ
の
夫
役
と
い
う
農
業
経
営
上
だ
け
で
な
く
、
被
官
人
は
そ
の
身
分

的
な
低
さ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
被
官
人
が
山
中
氏
の
家
政
機
関
の
運
営
に
参
与
し
て
い
た
。
ま
さ
に
、
山
中
氏
を
近
世
大
名
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
被
官
人
は
給

人
に
あ
た
る
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、

「
使
」
と
し
て
働

い
て
い
た
徳
左
衛
門

の
よ
う
な
被
官
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
主
家
に
と

っ
て
は
、

「
オ
ト
ナ
」
的
存
在
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

経
済
的
に
自
立
し
た
被
官
人
の
性
格
も
、

最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

天
文
十

一
(
一
五
四
二
)
年
六

　

月
廿
四
日

「西
岡
兼
俊
契
状
」
に
よ
る
と
、

近
江
国
山
中
氏
の
一
考
察

五
三
七



五
三
八

我
等
弟
に
て
候
者
、
其
借
銭
返
弁
申

二
付
而
、
わ
れ
ら
か
被
官
ふ
こ
大
夫
か
子
道
す
い
と
、
又
我
等
か
被
官
三
屋
の
ひ
ろ
せ
か
ま
ち

ほ
り
宇
田
里

ノ
西
た
か
き
し
の
下
少

つ
丶
ニ
ケ
所
を
、
治
部
卿
か
た

へ
進
候
間
、
於
向
後
我
々
違
乱
煩
申
間
敷
候
者
也
、
仍
為
後
日

・

一
行
状
、
如
件
、

天
文
十

一
壬
コ
六
月
廿
四
日

西
岡兼

俊

(山
中
俊
好
)

寿
好
房
参

と
あ
る
。
こ
の
史
料
に
で
て
く
る

「
ま
ち
ほ
り
」
と
は
、

「
ほ
ま
ち
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。

「
ほ
ま
ち
」
と
は
、

一
般
的
に
は
主

人
の
土
地
の
耕
作
H
下
作
に
対
し
て
、
労
働
の
余
力
を
投
入
し
て
耕
作
さ
れ
る
耕
地
、
す
な
わ
ち
内
密
に
、

個
人
的
に
所
有
し
て
い
る
耕

　

地
等
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

「
ほ
ま
ち
」
が
天
文
十

一
年
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
被
官
人

の
身
体
が
、
こ
の

「
ほ
ま
ち
」
と
と
も
に
売
買
の
対
象

・
質
物
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
天
文
十

一

年
頃
の
被
官
人
は
、
い
ま
だ
明
確
に
は
自
立
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
被
官
人
の
自
立
へ
の
変
化

は
、
被
官
人
の
性
格
が
変
化

し
た
こ
と
だ
け
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
中
世
的
な
在
地
領
主
と
し
て
の
山
中
氏
が
、
近
世
的
な
封
建
領
主

へ
の
道

を
た
ど

っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、

「大
和
入
道
ゆ
つ
り
状
」
に
含
ま
れ
る
数
通

の
史
料
か
ら
、
本
稿
に
関

係
の
あ
る
若
干
の
事
実

に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
の
史
料
を
読
ん
で
み
る
と
、
本
稿
に
お
い
て
は
言
及
し
な
か

っ
た
が
、
山
中
氏
を
検

討
す
る
上
で
重
要
な
、

「郡
中
惣
」
に
関
連
す
る
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
お
ち
ゃ
分
あ
と
判
状
遣
候
」
と
題

さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
こ

の
史
料
に
記
載
さ
れ
た

「
お
ち

ゃ
分
あ
と
」
の
所
領
が
、
山
中
氏
の
知
行
分
と
し
て
確
定
す
る
の
は
、

「今
度
内
貴
因
幡
守
方

・
同
喜
多

岡
方
と
被
仰
構
候
儀
付
而
、
双
方
御
目
安
具
令
披
見
無
贔
負
偏
頗
存
分
順
路
と
存
知
異
見
申
条
々
」
と
題
す
る
史
料
に
よ

っ
て
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

「
お
ち

ゃ
分
女
知
行
分
之
田
畠
悉
当
所
務
候
間
、
遣
所
可
有
御
知
行
候
」
と
あ

っ
て
、
先
郡
奉
行
中
惣
判
が
押
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
起
請
文
に
は
、
大
原
郡
奉
行
中

・
服
部
先
郡
奉
行
中
以
下
の
連
判
が
あ
る
。
こ
の
連
判
に
よ
る
裁
許
に
よ

っ
て
、

「
お
ち

ゃ



分
あ
と
L
の
所
領
が
、
山
中
氏
の
知
行
分
と
し
て
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
原
郡
奉
行
中
と
称
す
る
大
原
氏
の
代
表
者

等
、
甲
賀
郡
内
各
家
の
代
表
者
に
よ
る
集
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が

「郡
中
惣
」
と
い
わ
れ
る
権
力
機
構
で
あ

っ

、
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
に
お
よ
ん
で
い
忙
上
位
者
の
権
威

(幕
府

・
守
護
六
角
氏
)
が
弱
体
化
し
、
土
地
所
有
の
維
持
を
内
部
的
な
権

威
に
よ

っ
て
、
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
遅
く
と
も
永
禄
期
頃

に
は
、
守
護
権
力
は
弱
体

化
し
、
甲
賀
郡
内
で
の
権
威
は

「郡
中
惣
」
と
称
す
る
在
地
諸
領
主
層
の
下
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五

お

わ

り

に

鎌
倉
-
南
北
朝
末
期
に
荘
園
制
的
支
配
の
下
で
、
柏
木
御
厨
内
宇
田
を
本
拠
地
と
し
た
山
中
氏
は
、
同
名
衆

を
中
心
と
し
た
同
族
団
で

も

っ
て
、
甲
賀
郡
内
有
数
の
在
地
勢
力
の

一
員

へ
と
発
展
し
て
い

っ
た
。
だ
が
、
応
仁

・
文
明
期
の
大
乱
を
境

と
し
て
戦
国
期
を
迎
え
る

と
、
荘
園
制
的
支
配
体
制
の
崩
壊
が
決
定
的
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
勢
力
拡
大
を
は
か

っ
て
い
た
山
中
氏

は
、
自
己
の

「所
領
」
を

確
保
す
る
た
め
に
、
他
の
在
地
領
主
と
連
合
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
山
中

「所
領
」
の
確
保
は
、

「お
ち

ゃ
分
」
の
史
料

で
み
た
よ
う
に
、
山
中
氏
の
独
断
で
所
領
の
確
保
は
で
き
ず
、

「郡
奉
行
中
」
名
の
裁
許
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
山
中

「所
領
」
と
し
て

確
定
す
る
の
で
あ

っ
た
。
こ
の

「郡
奉
行
中
」
ど

い
う
の
は
、
各

「
同
名
」
中
の
代
表
者
で
あ
り
、
そ
の
集
合
体
が

「
郡
中
惣
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
本
稿
で
は
、
甲
賀
郡
内
で
の
有
力
在
地
領
主
で
あ

っ
た
山
中
氏
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
お
こ
な

っ
た
が
、
今
後

は
山
中
氏
と
と
も
に

「
三
方
惣
」
を
構
成
し
た
美
濃
部

・
伴
氏
、

「郡
中
惣
」
の
有
力
メ
ソ
バ
ー
で
あ
る
佐
治

・
望
月
氏
、
「石
部
衆
」
と

呼
称
さ
れ
る
青
木
氏
な
ど
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
ふ
ま
え
て
考
察
し
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
守
護
六
角
氏

の
家
臣
団
の
分
析
、
さ
ら

に
は
守
護
六
角
氏
の
権
力
面
で
の
分
析
に
ま
で
考
察
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

註0

神
宮
文
庫
蔵

『
山
中
文
書
』
、
(水

口
町
編

『
水

口
町
志
』
下
巻
史

近
江
国
山
中
氏
の

一考
察

料
編
所
収
)

②

『山
中
文
書
』
二
号
㈲
、
前
掲
書

二
九

四
頁
。

五
三
九



③

右

同
、

二
号
09
、
前
掲
書

二
九
四
頁
。

④

『
新
編
追
加
』
検
断
法

二

八
条
、

(
日
本
思
想
大
系

『
中
世
政

治
社
会
思
想
』
上
巻
六
九
頁
。
)

⑤

『
山
中
文
書
』
記
二
号
、
前
掲
書

四
五
〇

～
四
五
五
頁
。

⑥

右

同
、
二
号
0
、
前
掲
書

二
九
五
頁
。

⑦

右

同
、
記
二
号
、
前
掲
書

四
五
〇

～
四
五
五
頁
。

　
　
ヨ
　
　　

敏
達
天
白
〒
建

-
左
大
臣
正
二
位
諸
兄
朝
甲

卅
齔
義

清

韈

璽

清
齬
盛
宗
糶

甦
聽
-
剛
下

⑧

右

同
、

一
六
号
、
前
掲
書
三
〇

三
～
三
〇

四
頁
。

⑨

右

同
、

二
号
Gり

、
前
掲
書

二
九
六
頁
。

⑩

右

同
、

二
号
ω
、
前
掲
書

二
九
六
頁

。

⑪

右

同
、

二
号
@

、
前
掲
書

二
九
七
頁
。

⑫

右

同
、
四
号
、
前
掲
書

二
九
九
～
三
〇
〇
頁
。

⑬

右

同
、

四
九
号
、
前
掲
書
三

一
六
頁
。

⑭

右

同

一
〇

八

二

〇
九

・
1
1
0

・
1
二

号
、
前
掲
書

一三
二
八
～
三
四
〇
頁
。

⑮

右

同
、

一
〇

八
号
、
前
掲
書
三
三
八
頁
。

⑯

右

同
、

一
〇

九
号
、
前
掲
書
三
三
八
頁
。

⑰

右

同
、

二
号
㈲
、
前
掲
書

二
九

四
頁
。

⑱

右

同
、

二
号
8

、
前
掲
書

二
九
五
頁
。

五
四
〇

⑲

右

同
、

一
六
号
、
前
掲
書
三
〇
三
～
三
〇

四
頁
。

⑳

右

同
、

一
七
号
㈲
、
前
掲
書
三
〇

四
頁
。

⑳

『
新
編
追
加
』
検
断
法

二
八
二
～
二
九

四
条
、

(
日
本
思
想
大
系

『
中
世
政
治
社
会

思
想
』
上
巻
七
〇
～
七
六
頁
。
)

(⑳

『
醍
醐
寺
文
書
之

一
』
、

(
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
十
九
、

二

一
九
頁
。
)

(⑳

『
山
中
文
書
』
二
二
号
、
前
掲
書
三
〇

七
頁
。

⑳

右

同
、
記
三
〇
号
、
前
掲
書
四
五
六
頁
。
神
宮
文
庫
所

蔵

原
本
写
真
版

に
よ
る
。

㊧

右

同
、
二
七
八
号
、
前
掲
書
四
〇
九
頁
。

(前
略
)
秀
吉
公
御
代

二
紀
州
雑
賀

孫
市
郎
被
為
責
候
刻
、
無
故

依
讒
言
御
疑
掛
り
、
甲
賀
郡
中
御
改
易
被
仰
付
、
不
残
知
行
被

召

上

(
後
略
)

『
紀
州
御
発
向
之
事
』

(『
続
群
書
類
従
』
第

二
〇
下
、

二
五
二
頁

。)

(前
略
)

一
日
甲
賀
輩
普
請
成
忽
緒
、
殊
背
法
度
之
旨
条
、
其
科

不
少
、
故
被
召
離
領
知
、

一
類
悉
行
流
罪

(後
略
)

⑳

史
料
上

の
合
計
は
、

「
お
ち

ゃ
分
あ
と
判
状
遣
候
」

に
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
に
よ

る
と
九
十
五
石
九
斗
八
升
六
合
で
あ
る
。

⑳

『
山
中
文
書
』
二
四
九
号
、
前
掲
書
三
九
〇
頁
。

⑳

右

同
、

一
九
六
号
、
前
掲
書
三
六
八
頁
。

⑳

右

同
、
二

一
〇
号
、
前
掲
書
三
七
四
～
三
七

五
頁
。

⑳

『
広
辞
苑
』
、

二
〇

四
八
頁
。


